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いま、誰が何を試されているのか。 

いま日本の舞台芸術は大きな転換期を迎えています。事業仕分け、劇場法（仮称）、アーツカウンシル制

度…。時代の求める「新しい公共」を体現するメディアとして、いかにその存在の足元を構築しうるの

か？ その一助として、「英国演劇を支えるシステムの 新動向」をマクロ＆ミクロの視点からお伝えし

ます。 
 

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
誕
生
し
ま
す
。

い
ま
こ
そ
、
そ
れ
が
起
き
る
時
な
の
で
す
。
」
二
〇
〇
九
年
四
月
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府(The Scottish G

overnm
ent)

の
マ
イ

ケ
ル
・
ラ
ッ
セ
ル
文
化
担
当
相
が
宣
言
し
た
。
こ
の
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
国
会
で
の
演
説
か
ら
、
一
年
と
数
カ
月
の
時
間
を
経
て
、

二
〇
一
〇
年
七
月
一
日
、
そ
の
新
組
織
が
船
出
し
よ
う
と
し
て

い
る
。 

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
組

織
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
芸
術
評
議
会
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
映

画
協
会
が
統
廃
合
さ
れ
て
生
ま
れ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
芸
術
文

化
産
業
を
振
興
・
支
援
す
る
一
つ
の
非
政
府
公
共
機
関
（
Ｎ
Ｄ

Ｐ
Ｂ
）
で
あ
る
。
設
立
の
端
緒
は
、
二
〇
〇
五
年
六
月
の
「
文

化
審
議
報
告
書(Cultural Review

)

（
通
称
：
ボ
イ
ル
報
告
書
）
」

に
遡
る
。
翌
年
一
月
、
政
府
は
そ
れ
に
応
答
し
、
「
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
設
立
を
謳
っ
た
。
応
答
の
内
容
は

具
体
的
か
つ
詳
細
に
わ
た
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
芸
術
文
化

産
業
を
高
め
、
広
げ
、
深
め
、
世
界
に
発
信
す
る
と
い
う
野
心

的
な
文
化
政
策
的
な
意
思
が
示
さ
れ
て
い
た
。 

   

以
来
、
法
整
備
と
と
も
に
、
業
界
全
体
を
ま
き
こ
ん
で
の
議

論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
興
味
深
い
の
は
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
を
可
能
に
す
る
土
台
と
し
て
の
「
文

化
法
案(Culture Bill)

」
が
二
〇
〇
七
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ

た
が
、
そ
れ
以
前
に
何
度
も
何
度
も
草
案
が
作
成
さ
れ
、
公
開

さ
れ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
だ
。
ま 

た
、
寄
せ
ら
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
公
開
さ
れ
た
。 

法
体
系
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
国
家
の
文
化
の
方
向
性
を

決
定
づ
け
る
法
律
を
、
勢
い
で
作
成
、
議
会
を
通
過
さ
せ
、
翌

日
に
は
組
織
を
立
ち
上
げ
て
し
ま
う
日
本
と
は
違
う
。
一
方
で
、

宙
ぶ
ら
り
、
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
こ
と
が
、
芸
術
家
や
芸
術

団
体
を
不
安
に
陥
れ
て
し
ま
っ
た
の
も
た
し
か
だ
。 

 

二
〇
〇
七
年
十
二
月
の
草
案
も
何
度
も
叩
か
れ
た
う
え
、「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
案
」
と
し
て
翌
年
三
月
、

再
上
程
さ
れ
、
六
月
、
設
立
の
方
向
で
基
本
合
意
を
こ
ぎ
つ
け

た
。
と
い
っ
て
も
、
財
政
面
で
の
問
題
が
あ
り
、
採
決
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
い
っ
た
ん
法
案
は
廃
棄
さ
れ
、
改
め
て
政
府
は

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
正
法
案
」
を
通
過
さ
せ
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
設
立
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

二
〇
〇
八
年
十
二
月
、
設
立
準
備
の
た
め
に
、
政
府
所
有
の

有
限
責
任
会
社(publicly ow

ned Lim
ited Com

pany)

が
設

立
さ
れ
た
。
二
つ
の
組
織
の
統
廃
合
の
準
備
の
た
め
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
理
事
会
メ
ン
バ
ー
ら
も
こ
の
「
会
社
」
に
連
な
っ
た
。

確
立
し
た
組
織
の
統
廃
合
を
進
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ

れ
な
り
の
解
雇
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
芸
術
評
議
会
に
働
く
こ

と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
か
な
り
の
ス
テ
イ
タ
ス

と
パ
ワ
ー
の
所
有
を
意
味
し
て
き
た
。
と
き
に
「
芸
術
官
僚
」

と
痛
烈
に
揶
揄
さ
れ
て
き
た
所
以
で
あ
る
。
こ
の
構
造
に
シ
ャ

ッ
フ
ル
が
行
わ
れ
る
契
機
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
も
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
」
の
ト
ッ
プ
人
事
の
発
表
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。 

 

 

「
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
」
か
ら 

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
へ
の
再
編 
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政
府
所
有
の
有
限
責
任
会
社
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
二
〇
〇
九
」
が
チ
ー
フ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
と

し
て
選
ん
だ
の
は
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
。
こ
の

肩
書
に
も
文
化
政
策
的
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
何

よ
り
彼
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
も
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
で
仕
事
を
し
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。 

デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
劇
団
の
青
少
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
者

か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
自
治
体
の
芸
術
担
当
を

経
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
芸
術
評
議
会
傘
下
の
地
域
芸
術
評
議

会
ノ
ー
ザ
ン
・
ア
ー
ツ
で
チ
ー
フ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ま
で

上
り
詰
め
た
（
同
時
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
芸
術
評
議
会
の
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
も
な
る
任
で
あ
る
）
。
さ
ら
な

る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
の
大
規
模

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
っ
た
人
材
で
あ
る
。 

過
去
の
し
が
ら
み
を
切
り
捨
て
、
芸
術
を
理
解
す
る
だ
け

で
な
く
、
国
家
と
し
て
の
文
化
政
策
な
ら
び
に
産
業
政
策
を

理
解
し
、
自
治
体
と
調
整
機
能
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
芸
術
活
動
を
振
興
し
う

る
人
材
…
わ
か
り
や
す
い
ま
で
に
、
わ
か
い
や
す
い
人
事
で

あ
る
。
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
英
国
で
は
こ

の
よ
う
な
役
職
に
つ
い
て
も
、
公
募
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
、
天
下
り
の
場
所
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
天
下

り
や
政
治
家
の
場
所
を
作
る
た
め
に
、
非
政
府
公
共
機
関

（
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｂ
）
が
作
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
排
除

す
る
た
め
の
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｂ
な
の
で
あ
る
。
英
国
が
英
国
た
る
矜

持
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
議
論
の
過
程

で
、
一
つ
の
「
組
織
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
本
当
に
必
要

な
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
、
他
の
選
択
肢
は

な
い
の
か
が
含
ま
れ
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。 

そ
の
選
択
肢
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

１
．
「
何
も
し
な
い
」
。
二
つ
の
組
織
を
存
続
さ
せ
る
。 

２
．
新
た
に
二
つ
の
組
織
を
作
る
。 

３
．
政
府
機
関
と
し
て
一
つ
の
組
織
を
作
る 

 

も
ち
ろ
ん
、
設
立
は
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
過
程

に
お
い
て
は
、
反
論
を
も
含
む
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
疑
問
が
残
る
の
は
、
英
国
の
芸
術
支
援
政
策
の

伝
統
と
し
て
の
「
ア
ー
ム
ス
・
レ
ン
グ
ス
」
が
遵
守
さ
れ
る

の
か
、
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
で
ふ
れ
た
演
説

の
中
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
私
は
ア
ー
ム
ス
・
レ
ン
グ
ス
の
原
則
を
尊
敬
し
、

理
解
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
、
原

則
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
我
々
が
率
直
に

な
る
べ
き
だ
と
信
じ
ま
す
。
細
部
に
わ
た
る
関
与
を

食
い
と
め
る
と
い
う
原
則
で
は
な
く
、
構
造
を
規
定

し
、
幅
広
い
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
設
定
す
る
の
は
政
府

が
果
た
す
べ
き
主
要
な
役
割
で
あ
り
、
そ
の
後
、
日
々

の
意
思
決
定
を
委
譲
す
る
と
主
張
す
る
原
則
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
」 

 

こ
れ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
の
ち
の
歴
史
が
証
明

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
た
し
か
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
政
治
的
意
思
が
文
化
の
実
践
の
な
か
に
包
括

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
再
編
な
の
だ
か
ら
。 

二
つ
の
組
織
の
統
廃
合
に
際
し
て
、
五
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
政
府
直
轄
に
移

さ
れ
る
。
演
劇
で
い
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
に
設
立
、
活
動
を

開
始
し
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
劇
場
」
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
た
だ
で
さ
え
、
金
・
人
材
と
い
っ
た
資
源
の
一
極
集
中 

 

が
懸
念
さ
れ
て
き
た
。
既
存
の
劇
場
・
劇
団
と
の
共
同
制
作

と
い
う
当
初
の
紳
士
的
な
「
約
束
事
」
も
反
故
に
さ
れ
る
こ

と
が
増
え
は
じ
め
て
い
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
助
長
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
は
し
な
い
か
。 

 

ま
た
、
具
体
的
な
助
成
運
用
の
シ
ス
テ
ム
も
大
き
な
変
化

に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
こ
れ
ま
で
芸
術
形
態
別
、

目
的
別
の
助
成
・
評
価
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
が
一
本

化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
芸
術
形
態
に
特
有
の
諸
課

題
を
認
知
・
配
慮
し
た
助
成
シ
ス
テ
ム
が
姿
を
消
す
。
ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
芸
術
分
野
の
特
性

を
越
え
た
「
価
値
」
を
立
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
評

価
の
在
り
方
も
、
当
然
、
変
化
を
強
い
ら
れ
る
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
芸
術
評
議
会
の
近
年
の
迷
走
の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
専

門
家
委
員
会
を
廃
止
し
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
、

再
度
、
専
門
家
委
員
会
を
設
置
し
な
お
し
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
模
索
が
迷
走
に
終
わ
ら
な
い
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
る
。 

 

五
月
、
新
リ
ー
ダ
ー
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
勤
務
を
開
始
し

た
。
本
部
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
置
か
れ
る
。
単
な
る
オ
フ
ィ

ス
で
は
な
く
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
役
割
も
果
た
す
施
設
に
す

る
と
い
う
。
そ
し
て
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
セ
ン
ト
―
王
室
か
ら

の
勅
許
を
待
っ
て
、
七
月
一
日
に
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
新
リ
ー
ダ
ー
は
、
芸
術
形
態
が
ど
う
の
こ
う

の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
現
場
の
芸
術

家
に
会
い
た
い
と
語
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
芸
術
を
知
る

の
に

も
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
誰

も
が
理
解
し
う
る
ビ
ジ
ョ
ン
構
築
の
必
要
性
も
語
る
。
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
文
化
に
と
っ
て
の
「
よ
そ
者
」
が
、
ど
れ
だ
け

国
家
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
の
か
、
周
囲
は
期
待

と
不
安
で
眺
め
て
い
る
。
（
中
山
夏
織
） 
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二
〇
一
〇
年
四
月
二
七
日
、
初
夏
の
夕
方
、
ロ
ン
ド
ン

の
ソ
ー
ホ
ー
地
区
の
一
角
に
あ
る
教
会
で
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
。
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
ブ
」
。
ホ

ス
ト
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
非
営
利
助
成
劇
場
や
劇
団
な
ら
び

に
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
商
業
劇
場
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

担
当
ス
タ
ッ
フ
た
ち
。
一
方
、
ゲ
ス
ト
は
、
ロ
ン
ド
ン
周

辺
の
学
校
の
教
師
た
ち
。
イ
ベ
ン
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

学
校
か
ら
劇
場
へ
の
「
鑑
賞
ツ
ア
ー
」
（
団
体
客
）
を
増

大
す
べ
く
、
両
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。 

 

学
校
の
演
劇
鑑
賞
の
諸
課
題
に
つ
い
て
語
り
合
う
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
教
師
、
批
評
家
ら
に
よ
る
短
い
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
か
ら
は
じ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゲ
ー
ム
、
さ
ら

に
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
ワ
イ
ン
が
供
さ
れ
る
な
か
で
の
情

報
交
換
が
矢
継
ぎ
早
に
展
開
さ
れ
た
。 

教
師
た
ち
は
参
加
に
あ
た
り
一
人
十
五
ポ
ン
ド
（
約
二

千
円
）
を
支
払
う
。
だ
が
、
そ
の
額
を
は
る
か
に
上
回
る

恩
恵
が
得
ら
れ
る
。
参
加
各
劇
場
・
劇
団
が
用
意
し
た
エ

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
資
料
に
加
え
て
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
グ
ッ
ズ
満
載
（
こ
ん
な
に
多
様
な
グ
ッ
ズ
が
非
営
利
劇
場

で
作
ら
れ
て
い
る
と
は
！
）
の
バ
ッ
グ
が
渡
さ
れ
る
。
さ
ら

に
は
、
ネ
ッ
ト
で
参
加
券
を
購
入
す
る
や
い
な
や
、
担
当

者
か
ら
メ
ー
ル
が
あ
っ
て
驚
い
た
の
だ
が
、
当
日
夜
の
ウ

エ
ス
ト
エ
ン
ド
公
演
の
招
待
券
が
つ
い
て
き
た
。
五
公
演

の
中
か
ら
選
択
。
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
額
は
五
十
ポ
ン
ド
を
超

え
る
。
演
劇
好
き
の
教
師
が
、
あ
ま
り
演
劇
に
馴
染
み
の

な
い
同
僚
を
連
れ
て
く
る

高
の
機
会
と
言
え
る
。
参
加 

 

タ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
・
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
」
で
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
著
名
な
演
出
家
や
俳
優

た
ち
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
、
ト
ー
ク
が

毎
月
、
年
間
を
通
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
あ
こ
が
れ
の

ス
タ
ー
と
の
出
会
え
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
無
償
ア
ド

バ
イ
ス
の
提
供
な
ど
業
界
の
キ
ャ
リ
ア
へ
の
窓
口
的
役
割

を
担
う
。 

民
間
非
営
利
団
体
「
マ
ウ
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
シ
ア
タ
ー
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
運
営
す
る
の
は
、
教
師
た
ち
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
プ
レ
ビ
ュ
ー
・

ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
。
二
十
五
ポ
ン
ド
（
四
千
円
弱
）
の
年
会

費
で
、
季
刊
の
機
関
紙
が
得
ら
れ
、
百
以
上
の
劇
場
の
チ

ケ
ッ
ト
が
十
五
ポ
ン
ド
程
度
の
金
額
で
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
資
格
が
得
ら
れ
る
。 

学
校
の
鑑
賞
教
育
の
課
題
は
、
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ

る
か
ど
う
か
、
団
体
行
動
と
交
通
機
関
の
も
た
ら
す
障
害

と
不
安
、
学
校
側
の
希
望
と
選
択
の
余
地
が
あ
る
か
、
ま

た
事
前
に
教
師
た
ち
が
下
見
で
き
る
か
ど
う
か
な
の
は
英

国
で
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
教
師
の
側
の
ニ
ー
ズ
を
丁
寧

に
拾
い
あ
げ
て
い
く
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
た
め
の
野
心
は
垣
間
見
え
る
も
の

の
、
興
味
深
い
の
は
、
義
務
教
育
に
ド
ラ
マ
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
ド
ラ
マ
教
育
の
先
進
国
で
、
改
め
て
演
劇
体
験
の

根
幹
を
「
鑑
賞
」
に
引
き
戻
そ
う
と
い
う
動
き
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
れ
が
個
別
の
劇
場
・
劇
団
の
取
り
組
み
で
は

な
く
、
営
利
・
非
営
利
を
こ
え
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
鑑
賞
教
育
が
必
ず
し
も
不
可
欠
な
も
の
で
は
な

い
と
指
摘
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
ア
ク
セ
ス
可

能
な
選
択
肢
と
し
て
つ
ね
に
開 

か
れ
て
い
る
こ
と
に
公
共
性
が 

あ
る
。
誰
も
阻
害
さ
れ
て
は
な 

ら
な
い
権
利
の
一
つ
と
し
て
位 

置
づ
け
ら
れ
る
必
要
性
が
あ
る 

の
で
は
な
い
か
。
（
中
山
夏
織
） 

 

青
少
年
の
演
劇
鑑
賞
を
増
や
す 

営
利
・
非
営
利
を
こ
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

し
て
み
て
、
ま
さ
に
そ
の 

た
め
に
設
計
さ
れ
た
場
所 

な
の
だ
と
実
感
し
た
。 

 

仕
掛
け
た
の
は
、「
ラ
ー
ン
・
ア
バ
ウ
ト
・
ロ
ン
ド
ン
・

シ
ア
タ
ー(Learn About London Theatre)

」
。
ロ
ン
ド

ン
の
大
規
模
な
ら
び
に
商
業
演
劇
の
業
界
団
体
Ｓ
Ｏ
Ｌ

Ｔ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
鑑
賞
機
会
の
増
大
を
促
進
す
る
目

的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
民
間
非
営
利
団
体
の
「
マ
ウ
ス

ト
ラ
ッ
プ
・
シ
ア
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。 

八
十
年
代
半
ば
以
降
、
公
的
助
成
の
助
成
要
件
と
し
て

発
展
し
て
き
た
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
あ
り
、
公
的

助
成
と
は
無
縁
の
商
業
劇
場
に
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
担

当
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
不
思
議
に
映
る
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
の
喜
ぶ
作
品
を
つ

ね
に
多
く
抱
え
る
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
に
と
っ
て
は
、
学
校

も
子
ど
も
た
ち
も
大
切
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
実
際

に
、
「
ラ
イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
」
「
ウ
ィ
キ
ッ
ド
」
「
グ
リ
ー

ス
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
多
数
抱
え
る
巨
大

演
劇
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
「
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
は
、

そ
の
多
数
の
劇
場
を
抱
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

た
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
抱
え
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
自
身
も
、
十
六
～
二
十

六
歳
の
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
「
シ
ア
タ
ー
・
フ

ィ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
名
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
、
若
者
を
つ
な
ぎ
と
め
よ
う
と
努
力
を
続
け
て
い
る
。 

な
か
で
も
、
評
判
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
名
門
シ
ア

タ 
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英
国
演
劇
の
芸
術
監
督
制
度
の
萌
芽
は
、
一
九
五
〇
年
代

に
遡
る
。
そ
れ
以
前
に
芸
術
監
督
と
い
う
役
職
名
を
文
献
に

見
出
す
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
だ
が
、
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
の

名
称
で
、
組
織
の
芸
術
面
、
経
営
面
双
方
を
率
い
る

高
責

任
者
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
し
て
い
た
。
Ｒ
Ｓ
Ｃ
の
も

と
と
な
る
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
シ
ア
タ
ー
の

ブ
リ
ッ
ジ
・
ア
ダ
ム
ス
ら
が
そ
の
例
で
あ
る
。
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
多
く
は
演
出
家
で
、
俳
優
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

を
混
乱
に
引
き
入
れ
る
の
は
、
英
国
英
語
で
は
長
く
演
出
家

は
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
五
六
年
、
英
国
芸
術
評
議
会
が
「
演
出
家

＝
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
い
う
米
語
的
呼
称
に
統
一
し
た
。
そ

の
背
景
に
、
公
共
的
役
割
を
果
た
す
非
営
利
助
成
演
劇

(subsidised theatre)

の
担
い
手
と
し
て
の
芸
術
監
督
と

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
分
業
体
系
の
確
立
を
画
策
す
る

強
い
政
策
的
意
思
が
見
え
る
。 

五
十
年
以
上
の
時
間
を
経
て
、
演
出
家
が
唯
一
、
安
定
収

入
が
保
証
さ
れ
る
ポ
ス
ト
と
し
て
、
芸
術
監
督
制
度
は
確
立

し
た
か
に
見
え
る
。
だ
が
、
そ
の
仕
事
は
芸
術
面
だ
け
に
と

と
ど
ま
ら
な
い
。
芸
術
家
で
あ
る
前
に
経
営
者
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

数
字
な
し
に
人
事
権
な
し
に
、
芸
術
創
造
は
行
い
え
な
い
。

さ
ら
に
、
努
力
し
て
も
芸
術
面
で
は
素
人
の
理
事
会
と
の
確

執
か
ら
、
組
織
か
ら
追
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
近
年
で
は
、

人
気
俳
優
で
演
出
家
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
エ
ス
ト
が
シ
ェ
フ
ィ

ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
ズ
を
去
っ
た
。
劇
場
の
改
築
・
閉
鎖
に

際
し
て
、
創
造
体
と
し
て
上
演
継
続
を
求
め
る
ウ
エ
ス
ト

と
、
経
営
と
資
金
調
達
に
専
念
す
る
こ
と
を
求
め
る
理
事
会

と
の
確
執
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

 

前
任
者
が
辞
め
、
公 

募
に
よ
り
新
し
い
芸
術 

監
督
が
選
任
さ
れ
、
赴 

任
に
至
る
わ
け
だ
が
、 

新
任
者
の

初
の
仕
事
は
、
前
任
者
の
残
し
た
正
負
の

遺
産
と
直
面
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

初
の
年

は
前
任
者
の
企
画
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
分
の

「
ポ
リ
シ
ー
」
の
体
現
に
着
手
で
き
る
の
は
、
二
年
目

以
降
だ
。
前
任
者
が
財
政
的
問
題
を
残
す
こ
と
も
少
な

く
な
い
―
だ
か
ら
辞
任
す
る
わ
け
で
あ
る
。
演
出
家
ド

ミ
ニ
ク
・
ヒ
ル
が
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
・
シ

ア
タ
ー
芸
術
監
督
に
就
任
し
て
驚
い
た
の
は
、
劇
場
の

カ
フ
ェ
＆
バ
ー
の
抱
え
る
多
額
の
負
債
だ
っ
た
。
前
任

者
の
失
敗
を
償
う
こ
と
か
ら
、
芸
術
監
督
の
仕
事
は
は

じ
ま
る
の
で
あ
る
。 

 
も
う
ひ
と
つ
の
負
の
遺
産
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
前
任
者

へ
の
忠
誠
心
で
あ
る
。
前
任
者
の
在
職
期
間
が
長
け
れ

ば
長
い
ほ
ど
そ
の
傾
向
は
強
く
な
る
。
後
を
追
っ
て
辞

め
て
い
く
ス
タ
ッ
フ
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
ほ
う
が

あ
り
が
た
い
。
辞
め
な
い
で
居
座
り
、「
前
は
こ
う
だ
っ

た
」
と
豪
語
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
戦
う
に
は
、
ま
た
適
切

な
後
任
者
の
採
用
に
は
、
ダ
ン
デ
ィ
・
レ
ッ
プ
芸
術
監

督
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

「
か
な
り
の
戦
略
、
労
力
そ
し
て
忍
耐
力
が
求
め
ら
れ

る
」
の
で
あ
る
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
・
シ
ア
タ
ー
芸

術
監
督
ド
ミ
ニ
ク
・
ク
ッ
ク
も
、「
チ
ー
ム
と
し
て
の
入

れ
替
え
の
必
要
性
」
を
提
起
す
る
。
「
（
ス
タ
ッ
フ
構
造
の

転
換
に
）
一
年
の
時
間
を
浪
費
し
て
し
ま
っ
た
。
制
度
上

の
問
題
だ
と
思
う
」
。 

芸
術
監
督
と
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

ポ
リ
シ
ー
ー
そ
の
伝
統
と
革
新 

 

 

有
能
な
人
材
は
三
十
代
で
芸
術
監
督
に
な
る
英
国
で
、

芸
術
監
督
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
ば
れ
る
の
か
？ 

も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
、
提
案
書
が
基
本
的
な

判
断
基
準
に
な
る
わ
け
だ
が
、
気
に
な
る
の
は
、
劇
場
と

し
て
の
ポ
リ
シ
ー
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
だ
。
劇
場
の
伝
統
は
維
持
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
変

革
な
の
か
。
こ
れ
は
む
し
ろ
選
定
に
あ
た
る
理
事
会
に
と

っ
て
の
試
金
石
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
数

年
の
英
国
演
劇
の
芸
術
監
督
人
事
は
、
芸
術
家
と
し
て
の

芸
術
監
督
自
身
だ
け
で
な
く
、
理
事
会
も
ま
た
革
新
を
求

め
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
新
作
上
演
の
第

一
人
者
と
し
て
育
っ
た
演
出
家
ド
ミ
ニ
ク
・
ド
ロ
ン
グ
ー

ル
が
、
ほ
ぼ
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
上
演
し
か
行
わ
な

い
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
・
グ
ロ
ー
ブ
座
の
芸
術
監
督
に
、
一

方
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
上
演
を

も
得
意
と
す
る
ド
ミ
ニ

ク
・
ヒ
ル
が
新
作
上
演
に
特
化
と
し
た
ト
ラ
バ
ー
ス
の
芸

術
監
督
に
就
任
し
た
。
伝
統
が
培
っ
て
き
た
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
新
し
い
要
素
を
注

入
し
て
い
く
こ
と
を
、
理
事
会
が
芸
術
監
督
に
求
め
て
い

る
と
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ト
ラ
バ
ー

ス
の
ヒ
ル
は
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
あ
り
だ
と
思
う
し
、

新
作
と
い
う
定
義
も
変
え
て
い
い
」
と
語
る
。
ロ
イ
ヤ
ル
・

コ
ー
ト
の
ク
ッ
ク
も
、
彼
の
得
意
と
す
る
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
作
品
、
ま
た
十
代
対
象
の
作
品
の

上
演
を
、
無
縁
だ
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
な
か
に
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
と
語
る
。 

五
月
。
新
保
守
党
政
権
は
公
的
助
成
の
削
減
を
目
論
ん

で
い
る
。
芸
術
監
督
ら
の
目
の
前
に
は
、
必
ず
し
も
明
る

い
未
来
が
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
の
作
品

だ
け
が
、
自
分
の
組
織
だ
け
成
功
し
て
も
よ
し
と
さ
れ
な

い
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
業
界
全
体
を
支
え
る
公
共
的
役
割

さ
え
も
が
付
与
さ
れ
る
。
い
つ
も
思
う
の
は
、
そ
の
意
識

と
実
践
の
在
り
方
は
、
ど
う
し
た
ら
培
わ
れ
う
る
の
だ
ろ

う
。
天
性
、
教
育
、
環
境
、
そ
れ
と
も
…
。
（
中
山
夏
織
） 
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第
三
十
八
号 

（
二
〇
〇
六
年
八
月
） 

ド
ラ
マ
を
め
ぐ
る
「
利
己
」
と
「
利
他
」（
中
山
夏
織
）
／
日
常
か

ら
と
き
は
な
た
れ
て
、
出
会
う
―
三
原
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

夏
休
み
ド
ラ
マ
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
（
植
村
沙
織
）
／
ス
タ
ニ

ス
ラ
フ
ス
キ
イ
、
大
い
な
る
遺
産
―
ベ
ラ
・
マ
ー
リ
ン
特
別
講
義

（
松
山
立
）
／
英
国
演
劇
と
「
身
体
性
」
４
―
英
国
型
フ
ィ
ジ
カ

ル
・
シ
ア
タ
ー
の
誕
生
（
中
山
夏
織
） 

第
三
十
九
号 

（
二
〇
〇
六
年
十
月
） 

「
演
劇
人
が
学
校
に
入
る
と
い
う
こ
と
」
―
劇
作
家
協
会
教
育
部

に
よ
る
富
士
見
丘
小
学
校
六
年
生
の
演
劇
授
業
に
つ
い
て
（
篠
原

久
美
子
）
／
応
用
演
劇
を
担
う
理
念
・
哲
学
を
探
す
（
中
山
夏
織
）

／
キ
ジ
ム
ナ
ー
便
り 

通
訳
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
レ
ポ
ー
ト
―
自
己

責
任
・
自
己
責
任
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
吉
澤
麻
友
子
）・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
い
う
「
出
会
い
」
の
場
（
宮
内
奈
緒
）
／
英
国
演
劇
と

「
身
体
性
」
５
―
ル
コ
ッ
ク
と
英
国
演
劇
（
中
山
夏
織
） 

第
四
十
号 

（
二
〇
〇
六
年
十
二
月
） 

公
共
文
化
施
設
に
お
け
る
「
経
費
の
削
減
」
が
意
味
す
る
も
の
―

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る
変
化
を
通
し
て
（
高
山
敦
司
）
／

何
か
が
起
き
る
期
待
感
―
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
ズ
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
中
山
夏
織
）
／
英
国
演
劇
と
「
身

体
性
」
６
―
旧
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
黒
船
（
中
山
夏
織
） 

第
四
十
一
号 

（
二
〇
〇
七
年
二
月
） 

芸
術
が
拓
く
シ
ニ
ア
世
代
の
創
造
性
と
学
習
１
（
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・

ダ
ウ
）
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ト
大
国
？ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ア
ー
ト
産
業
の
誕
生
？
（
中
山
夏
織
）
／
英
国
演
劇
と
「
身
体
性
」

７
―
ド
ラ
マ
教
育
の
な
か
の
「
身
体
性
」
（
中
山
夏
織
） 

第
四
十
二
号 

（
二
〇
〇
七
年
四
月
） 

地
域
発 

三
つ
の
企
み
で
思
っ
た
こ
と
（
大
場
真
護
）
／
芸
術
が

拓
く
シ
ニ
ア
世
代
の
創
造
性
と
学
習
２
（
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ダ
ウ
）

／
英
国
演
劇
と
「
身
体
性
」
８
―
イ
ン
タ
ー
バ
ル
―
期
待
と
現
実 

第
四
十
三
号 

（
二
〇
〇
七
年
六
月
）
ド
ラ
マ
教
育
特
集
号 

 

応
用
ド
ラ
マ
の
創
造
的
出
会
い
―
日
本
に
期
待
す
る
も
の
（
ヘ
レ

ン
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
）
／
ド
ラ
マ
教
育
は
学
校
に
「
普
及
」
す
る
の

 

第
三
十
二
号 

（
二
〇
〇
五
年
八
月
） 

舞
台
芸
術
の
国
際
交
流
の
意
味
と
現
実
（
村
井
健
）
／
異
文
化
摩

擦
と
い
う
鏡
（
中
山
夏
織
）
／
内
か
ら
と
外
か
ら
の
感
情
ア
プ
ロ

ー
チ
―
日
本
人
は
ど
っ
ち
が
得
意
？
（
八
木
延
佳
） 

第
三
十
三
号 

（
二
〇
〇
五
年
十
月
） 

異
文
化
摩
擦
か
ら
創
造
す
る
舞
台
―
ペ
ー
タ
ー
・
ゲ
ス
ナ
ー
と
う

ず
め
劇
場
の
十
年
（
五
島
朋
子
）
／
目
的
の
重
層
性
が
支
え
る
も

の
―
「
シ
ア
タ
ー
」
と
「
ド
ラ
マ
」
の
は
ざ
ま
（
中
山
夏
織
）
／

演
劇
シ
ス
テ
ム
と
俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
中
山
夏
織
） 

第
三
十
四
号 

（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
） 

ダ
ン
デ
ィ
・
レ
ッ
プin

「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
の
選
択
」
（
中
山

夏
織
）
／
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
イ
ニ
ン
グ
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
赤
尾

友
樹
）
／
カ
ン
パ
ニ
ー
紹
介
／
授
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
用
す

る
た
め
の
ド
ラ
マ
・
エ
キ
サ
サ
イ
ズ 

第
三
十
五
号 

（
二
〇
〇
六
年
二
月
） 

講
演
記
録
「
ガ
ル
ジ
ェ
ニ
ツ
エ
と
そ
の
探
求
」（
ヴ
ヴ
ォ
ジ
ミ
ェ
シ

ュ
・
ス
タ
ニ
エ
フ
ス
キ
）
／
磯
貝
靖
洋
：
ア
ー
ツ
と
し
て
の
声
と

表
現
と
絶
対
軸
の
確
立
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
中
山
夏
織
）
／
英
国
演

劇
と
「
身
体
性
」
１
―
デ
ィ
バ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
創
造
手
法 

第
三
十
六
号 
（
二
〇
〇
六
年
四
月
） 

私
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
を
探
し
て
―
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ

を
探
し
て
、
東
の
国
へ
（
ベ
ラ
・
マ
ー
リ
ン
）
／
国
際
交
流
の
場
、

学
び
あ
う
場
所
の
広
が
り
―
「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
の
選
択
」
が

問
い
か
け
た
も
の
（
小
笠
原
由
季
恵
）
／
次
へ
と
つ
な
ぐ
扉
（
中

山
夏
織
）
／
英
国
演
劇
と
「
身
体
性
」
２
―
劇
場
法
改
正
と
新
し

い
演
劇
創
造 

第
三
十
七
号 

（
二
〇
〇
六
年
六
月
） 

ト
ニ
ー
・
グ
ラ
ハ
ム
：「
見
え
る
存
在
へ
の
道
程
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：

中
山
夏
織
）
／
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
―
ユ
ニ
コ
ー

ン
・
シ
ア
タ
ー
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
の
評
価
報

告
書
を
読
む
／
ダ
ン
デ
ィ
・
レ
ッ
プ
に
見
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
」
モ
デ
ル
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／
英
国
演
劇
と
「
身
体
性
」
３
―

集
団
創
造
か
ら
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
シ
ア
タ
ー
へ
（
中
山
夏
織
） 

 

シアター＆ポリシー 

創刊 10 周年 
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                       か
？
（
渡
部
淳
）
／
「
公
共
性
」
と
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
ー
―
ア

ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ド
ラ
マ
養
育
の
共
通
項
（
中
山
夏
織
） 

／
芸
術
が
拓
く
シ
ニ
ア
世
代
の
創
造
性
と
学
習
３
シ
ル
ヴ
ィ

ア
・
ダ
ウ
） 

第
四
十
四
号 
（
二
〇
〇
七
年
八
月
） 

ド
ラ
マ
・
イ
ン
・
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
二
〇
〇
七
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
駒
ヶ
根 

レ
ポ
ー
ト
特
集 

駒
ヶ
根
体
験
日
記
（
渡
辺
奈
穂
）
／
保
育
者
と
し
て
の
ド
ラ

マ
（
新
美
優
子
）
／
自
分
の
な
か
に
あ
る
ド
ラ
マ
の
要
素
（
大

藤
多
香
子
）
／
ド
ラ
マ
教
育
の
現
場
に
て
（
内
田
阿
紗
子
）

／
ド
ラ
マ
教
育
と
儒
教
社
会
―
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
二
〇
〇
七
（
中
山

夏
織
）
／
芸
術
が
拓
く
シ
ニ
ア
世
代
の
創
造
性
と
学
習
４
（
シ

ル
ヴ
ィ
ア
・
ダ
ウ
） 

第
四
十
五
号 

（
二
〇
〇
七
年
十
月
） 

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
私
た
ち
の
物
語
（
中
山
夏
織
）
／
ド

ラ
マ
・
イ
ン
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
大
阪
を
ゆ
く
（
八
木
延

佳
）
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
通
過
点
（
澤
野
理
絵
） 

第
四
十
六
号 

（
二
〇
〇
七
年
十
二
月
） 

劇
場
を
形
成
す
る
も
の
（
中
山
夏
織
）
／
応
用
演
劇
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
―
演
劇
に
と
っ
て
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
中

山
夏
織
） 

第
四
十
七
号 

（
二
〇
〇
八
年
二
月
） 

「
ド
ラ
マ
」
を
通
し
て
の
可
能
性
―
子
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て

の
こ
れ
か
ら
（
小
笠
原
由
季
恵
）
／
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
生
〈
報
告
〉 

公
共
劇
場
と
い
う
「
場
」

豊
島
区
の
劇
場
と
し
て
（
内
田
阿
紗
子
）
／
出
会
い
と
学
び

の
七
カ
月
（
澤
野
理
絵
）
／
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
と
伝
わ

る
こ
と
の
喜
び
（
大
藤
多
香
子
）
／
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
で
の

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
終
え
て
（
舟
川
絢
子
）
／
個

人
技
か
ら
チ
ー
ム
へ
―
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
（
中
山
夏
織
） 

第
四
十
八
号 

（
二
〇
〇
八
年
四
月
） 

「
演
劇
」
「
ド
ラ
マ
」
が
学
校
教
育
を
変
え
る
た
め
に
は
何
が

必
要
か
（
渡
辺
貴
裕
）
／
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ロ
ー
ル

 

考
（
中
山
夏
織
）
／
劇
場
を
形
成
す
る
も
の
―
「
賑
わ
い
の
場
」

の
存
在
（
中
山
夏
織
）
／
シ
ア
タ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
平
成
二
十
年
度
事
業
速
報 

第
四
十
九
号 

（
二
〇
〇
八
年
六
月
） 

応
用
ド
ラ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
私
た
ち
の
街
の
物
語
―
異
文

化
理
解
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
参
加
者
／
ア
ン
デ
ィ
先
生
の

ド
ラ
マ
・
レ
シ
ピ
（
ア
ン
デ
ィ
・
ケ
ン
プ
）
／
人
材
育
成
の
倫

理
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
中
山
夏
織
） 

第
五
十
号 

（
二
〇
〇
八
年
八
月
） 

応
用
ド
ラ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
私
た
ち
の
街
の
物
語
／
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
点
景
（
中
山
夏
織
）
／
俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探
る
・
二
つ
の
「
真
実
」
を
演
じ
る
：
ス
タ

ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
と
ブ
レ
ヒ
ト
（
ク
リ
ス
・
メ
グ
ソ
ン
）
／
科

学
と
し
て
の
演
技
―
ロ
シ
ア
の
俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
の
出

会
い
（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ピ
ッ
チ
ズ
）
／
ド
ラ
マ
と
特
別
支
援
教

育
―
米
国
で
考
え
た
こ
と
（
加
藤
明
子
） 

第
五
十
一
号 

（
二
〇
〇
八
年
十
月
） 

俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探
る
―
二
十

世
紀
俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
系
譜
（
中
山
夏
織
）
／
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
ー
と
俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
細
井
史
江
）
／
演
劇
通
訳
は

育
成
で
き
る
の
か
？
（
中
山
夏
織
）
／
応
用
ド
ラ
マ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
通
訳
＆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
生
レ
ポ
ー
ト
・
コ
ド
モ
オ
オ

ト
カ
ゲ
の
教
訓
（
神
野
裕
史
）
／
通
訳
と
し
て
子
ど
も
に
習
っ

た
こ
と
（
新
谷
晴
香
）
／
「
通
役
」
を
演
じ
る
（
舟
川
絢
子
）

／
い
つ
か
何
か
返
せ
る
も
の
を
身
に
つ
け
て
（
並
河
咲
耶
） 

第
五
十
二
号 

（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
） 

俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
探
る
―
ス
タ

ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
と
ブ
レ
ヒ
ト
・
二
つ
の
「
真
実
」
を
演
じ
わ

け
る
（
中
山
夏
織
）
／
劇
場
を
形
成
す
る
も
の
―
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
中
山
夏
織
）
／
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
修
生
〈
報
告
〉 

自
分
に
欠
け
て
い
た
も
の
に
出
会
う
…

（
西
島
恵
美
）
／
人
の
思
い
に
自
分
の
思
い
を
少
し
だ
け
乗
せ 

せ
て
相
手
に
伝
え
る
…
（
鹿
島
ゆ
か
り
）
／
い
か
に
状
況
を

察
知
し
て
行
動
に
移
す
の
か
…
（
久
保
陽
子
）
／
受
講
を
機

に
人
生
を
み
つ
め
な
お
し
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
…
（
兵

頭
あ
ゆ
香
） 

第
五
十
三
号 

（
二
〇
〇
九
年
二
月
） 

パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
の
な
か
で
―
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

に
な
る
こ
と
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
り
続
け
る
こ
と

（
中
山
夏
織
）
／
俳
優
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
探
る
報
告
書
か
ら
／
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
を
止
め
る
と
き

―
同
化
と
異
化
。「
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
と
ブ
レ
ヒ
ト
の
科

学
」
の
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
山
崎
哲
史
）
／
ロ
シ
ア
演
劇

の
伝
統
に
見
た
身
体
性
を
取
り
戻
す
て
が
か
り
（
山
田
佳
紀
）

／
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ
を
学
び
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
イ

を
こ
え
る
（
中
山
夏
織
） 

第
五
十
四
号 

（
二
〇
〇
九
年
四
月
） 

英
国
ド
ラ
マ
＆
シ

ア
タ
ー
教
育
視
察
報
告
特
集 

演
劇
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
話
（
村
尾
敏
彦
）
／
英
国
で

ド
ラ
マ
の
「
授
業
」
を
見
る
（
渡
辺
貴
裕
）
／
思
っ
た
よ
り
、

違
っ
て
た
…
。
英
国
で
抱
い
た
〈
予
感
〉（
八
木
延
佳
）
／
ド

ラ
マ
教
育
と
福
祉
の
接
点
（
田
中
香
織
）
／
腑
に
落
ち
た
こ

と
―
演
劇
の
公
共
性
（
油
上
恵
子
）
／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
仕
事
（
中
山
夏
織
） 

第
五
十
五
号 

（
二
〇
〇
九
年
六
月
） 

地
域
劇
場
に
お
け
る
創
造
的
学
習
（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ン
）
／
芸
術
「
鑑
賞
」
の
意
味
を
探
る
ノ
ー
ト
（
中
山

夏
織
）
／
コ
ロ
ン
ビ
ア
＆
エ
ク
ア
ド
ル
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
て
（
仮
屋
浩
子
） 

第
五
十
六
号 

（
二
〇
〇
九
年
八
月
） 

演
劇
を
「
話
し
合
う
」
―
子
ど
も
た
ち
の
選
択
（
篠
原
久
美

子
）
／
デ
ィ
バ
イ
ジ
ン
グ
―
ド
ラ
マ
と
シ
ア
タ
ー
の
接
着
剤

（
中
山
夏
織
）
／
金
融
工
学
へ
の
違
和
感
と
直
観
す
る
正
し

さ
（
高
山
敦
司
）
／
道
具
と
し
て
の
演
劇 

文
芸
と
し
て
の 
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演
劇
―
デ
ン
マ
ー
ク
の
隣
の
芝
生
（
中
山
夏
織
） 

第
五
十
七
号 

（
二
〇
〇
九
年
十
月
） 

劇
場
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
（
中
山
夏
織
）
／
せ
ん
が
わ
劇
場

夏
休
み
子
ど
も
演
劇
教
室
レ
ポ
ー
ト
１ 

教
え
、
学
ん
だ
子
ど

も
た
ち
と
の
「
熱
い
夏
」
（
西
海
真
理
）
／
レ
ポ
ー
ト
２ 

ド
ラ

マ
教
育
体
験
か
ら
実
践
へ
（
寺
本
佳
世
）
／
演
劇
通
訳
の
「
職

務
内
容
」
の
定
義
に
向
け
た
提
言
（
舟
川
絢
子
） 

第
五
十
八
号 

（
二
〇
〇
九
年
十
二
月
）
演
劇
と
福
祉
の
プ
ロ

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
―
劇
場
に
働
く
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
マ
ギ
ー
・
ム
ー

ア
）
／
ク
ラ
ウ
ン
の
遊
び
心
が
福
祉
の
場
を
変
え
る
（
加
島
博

美
）
／
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
と
ド
ラ
マ
（
加

藤
明
子
）
／
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
そ
し
て
ド
ラ
マ
教
育
―
Ｃ
＆
Ｔ
の
挑
戦
（
中
山
夏
織
）

第
五
十
九
号 

あ
う
る
す
ぽ
っ
と
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

生
レ
ポ
ー
ト
特
集
号 

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で
学
ぶ
も
の
（
中
山
夏
織
）
／
が
む

し
ゃ
ら
に
挑
ん
だ
九
カ
月
（
吉
田
衣
里
）
／
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
魅
力
（
廣
瀬
麻
姫
）
／
公
共
劇
場
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
小

堀
結
香
）
／
「
生
き
る
力
」
再
考
―
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
と
公

共
性
（
中
山
夏
織
） 

 

「シアター＆ポリシー」 
御寄稿のお願い 
 
「シアター＆ポリシー」では

本誌に掲載する原稿を募集し

ています。掲載希望の方は、

テーマ・内容、文字数などを

ご相談下さい。尚、本誌、当

ＮＰＯ法人にそぐわない内容

の場合には、ご要望に沿えな

い場合もありますので、ご了

承くださいますようお願い申

し上げます。 
また、本誌編集サポート（ボ

ランティア）をして下さる方

も併せて募集しています。 
 

「ユーモア、エデュケーション＆ヒューマン・パワー」プロジェクト 

クリニ・クラウン訪問施設・病院・学校等の募集について 

 
「ユーモア、エデュケーション＆ヒューマン・パワー」プ

ロジェクトでは、日本財団のご支援により、講師＆クラウ

ン・パフォーマーのモシェ・コーエンが日本人クラウン若

干名とともに、都内近郊の病院・介護施設、または学校の

訪問を計画しています。（無償／通訳付） 
 訪問可能日程は次の通りです。 
  

2010 年 7 月 22 日（木）、23 日（金） 
1      29 日（木）、30 日（金）  

 
 下記、ＨＰにアクセスいただき、申込書に必要事項をご

記入の上、訪問可能日程ならびに時間から、第 1 希望、第

2 希望、第 3 希望を選択し、お申込みください。時間帯に

つきましては、午前・午後（早め、遅め）の区分でお知ら

せください。  
 http://www5a.biglobe.ne.jp/~tpn/moshe.htm 

     
ご希望と、立地や移動時間を考慮の上、日程調整のご相談

をさせていただきます。クラウニング・パフォーマンスの

所要時間につきましても、「対象者」ならびに「対象者の 
数」によって異なります。 
日程調整の折に、ご相談さ 
せていただきます。 
尚、スケジュール上、ご要 

望に沿えない場合もあります。その旨、何卒、ご了承いただきます 
ようお願い申し上げます。モシェ・コーエンとともに、ユーモアが 
ひきだす笑顔に出会えることを楽しみにしています。 
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特定非営利活動法人 

シアタープランニング 
ネットワーク 

（ＴＰＮ） 
舞台芸術関連の様々な職業のための

セミナーやワークショップをはじめ、

調査研究、情報サービス、コンサルテ

ィングなど、舞台芸術にかかるインフ

ラストラクチャー確立をめざすヒュ

ーマン・ネットワークです。国際的な

視野から、舞台芸術と社会との関係性

の強化、舞台芸術関連職業のトレーニ

ングの理念構築とその具現化、文化政

策・アートマネジメントにかかる情報

の共有化、そしてメインストリームシ

アターとコミュニティシアターの相

互リンケージを目的としています。

2000年12月6日、東京都よりＮＰＯ法

人として認証され、12月11日、正式に

設立されました。 
 

theatre & policy  
シアター＆ポリシー 

 
ＴＰＮの基幹事業として、2000年6月
から定期発行（隔月間・年6回）され

ています。定期購読をご希望の方は、

ＴＰＮの準会員としてご参加下さい。

年会費3千円（送料込）を下記までご

送金下さい。尚、送金の際は、ご住所・

氏名・電話番号を忘れずにご記入くだ

さいますようお願い申し上げます。 
郵便振替口座  

００１９０－０－１９１６６３     

加入者名  

シアタープランニングネットワーク 

 

 

特定非営利活動法人 

シアタープランニングネットワーク 

編集人 中山 夏織 

発行人 高山 敦司 

 

〒182-0003 
東京都調布市若葉町 1－33－43－202 

Tel & Fax (03)5384-8715 
tpn1@msb.biglobe.ne.jp 

http://www5a.biglobe.ne.jp/~tpn 

 

編集後記 

 
誰が何を試されているのか―劇場法（仮称）の説明や議論に耳

を傾けていたとき、ふと浮かんできた言葉です。平田オリザ氏が

語る壮大なビジョンが具現化する過程から想像されるのは、行政

ならびに劇場だけでなく、劇団も鑑賞組織も、芸術系大学も、そ

して業界に働く一人ひとりが試されることになる。これまで当然

だったシステムが覆される。これまで培い、信じて実践してきた

やり方、思いが時代の求める「公共性」「公益性」なるものに叶

うものではないと刻印を押される。さらには、システムの求める

「専門的スキル」をいかに身につけるのか、そのために何をいか

に教えるべきなのか…。実際のところ、すべてが平田氏の求める

ビジョンには、身の丈が足りない。 

 協働のメディアといいながら、我が国の舞台芸術ビジネスにお

いては、フラットなコミュニケーションが存在してこなかったよ

うに感じています。コミュニティの拠点としての役割を担う劇場

がチケットを売らなければならなくなるとき、鑑賞組織とのフェ

アな関係で協働ができるのか；本質的なマーケティングに踏み込

み、構築できるのか；ただとってつけたようにワークショップを

やることが教育普及事業なのか…。 

 専門職化するといっても、ワタリ的役人たちはなんとしてでも

牙城を守ろうとし、妨害は避けられないだろう（そうくるか～、

それあり～、というように、アイデア満載になるのでしょうね）。

そもそも専門職の定義する職能が存在していない。雑用の体系と

しての「制作」業務が、果たして「専門職」と呼びうるのか、気

働きや経験をいかに職能として認知しうるのか…。色んなことが

去来します。アイデンティティがずたずたにされてしまう方々も

でてくるでしょう。私個人としては、改めて自分の在り方を、組

織の在り方を問い直す、いい機会なのだと、戒めも込めて考える

ようにしています。 

 

 アイスランドの火山噴火の火山灰をすり抜けるように、英国を

旅してきました。成田空港を発ったのは、まさに正常運行の初日、

またスコットランドのグラスゴー空港から一旦ヒースローに戻

って、翌日帰国の途に就いたのですが、私の発った数日後、グラ

スゴー空港は再び閉鎖。実に、ピンポイントの日程を組んでいた

のだと自分でも驚いています。本号は、そのピンポイントの旅が

もたらしてくれたものです。 

それにしても、リーマンショックの余韻もあいまって、あの民

主主義発生の大地、美しく、文化的、インテリジェントな国アイ

スランドはどうなっていくのでしょうか。かつて火山の噴火で全

島避難、いいえ全国民避難を経験したことがあると友人から聞い

ています。その時のように、この未曽有の困難も乗り越えられる

と信じたいと思います。 

（中山夏織） 


